
ほんものにつながる情報教育ほんものにつながる情報教育
～高大連携から地域貢献へ～～高大連携から地域貢献へ～

茨城県立鉾田第一高等学校茨城県立鉾田第一高等学校

津賀宗充津賀宗充



本日の内容本日の内容

昨年度の取り組みからの報告昨年度の取り組みからの報告

概要概要

効果効果 ・・・・・・ 生徒の変化生徒の変化

成果成果 ・・・・・・ 地域への影響地域への影響成果成果 ・・・・・・ 地域への影響地域への影響

活動の様子活動の様子

課題課題

今年度の取り組みの報告今年度の取り組みの報告



プロジェクトの概要プロジェクトの概要

サイエンス・パートナーシップ・プロジェクトサイエンス・パートナーシップ・プロジェクト

 「高校生の視座から考える茨城のまちづくり」「高校生の視座から考える茨城のまちづくり」

筑波大学社会工学類都市計画専攻と連携筑波大学社会工学類都市計画専攻と連携筑波大学社会工学類都市計画専攻と連携筑波大学社会工学類都市計画専攻と連携

大学教員、大学院生の協力大学教員、大学院生の協力

本校生徒本校生徒3131名参加名参加

 22学年学年 2121名（男子名（男子1212名、女子名、女子99名）名）

 11年次年次 1010名（男子名（男子88名、女子名、女子22名）名）



効果効果 ・・・・・・ 生徒の変化生徒の変化

 ICTICT活用を実感活用を実感

多様な多様なICTICT機器の活用機器の活用

ディジタルカメラ、ディジタルカメラ、GPSGPS、、ICICレコーダーレコーダー

データ処理データ処理データ処理データ処理

GISGIS（地理情報システム）（地理情報システム） 、表計算ソフトウェア、表計算ソフトウェア

プレゼンテーションプレゼンテーション

問題解決型学習問題解決型学習



成果成果 ・・・・・・ 地域への影響地域への影響

公開発表会公開発表会

参加者参加者6060名以上名以上

生徒の提案が実現へ生徒の提案が実現へ

 まちづくり全国協議会への参加まちづくり全国協議会への参加

地域への地域へのPRPR

新聞（茨城、朝日、常陽、東京、筑波大学新聞（茨城、朝日、常陽、東京、筑波大学etcetc））

テレビ（テレビ（NHKNHK））



スケジュールスケジュール20072007

77月月2626日日 まちあるきまちあるき 鉾田鉾田 鉾田鉾田

まちづくりワークショップまちづくりワークショップ プレゼンテーション①プレゼンテーション①

88月月77日日 講義講義 都市計画・まちづくり概論都市計画・まちづくり概論 つくば合宿つくば合宿

演習演習 人口・産業などの将来予測人口・産業などの将来予測 （（22泊泊33日）日）

演習演習 航空写真で見る地域の発展航空写真で見る地域の発展

演習演習 フィールド調査に基づくデジタル地図づくりフィールド調査に基づくデジタル地図づくり

88月月88日日 まちあるきまちあるき つくばつくば（筑波鉄道廃線，学園都市地域等）（筑波鉄道廃線，学園都市地域等）

88月月99日日 防災とまちづくり防災とまちづくり

テーマ発表会テーマ発表会 プレゼンテーション②プレゼンテーション②

88月月2424日日 グループ作業グループ作業 鉾田鉾田

88月月2525日日 鉾田の将来とまちづくり鉾田の将来とまちづくり （（22日）日）

中間発表会中間発表会 プレゼンテーション③プレゼンテーション③

1010月月3030日日 最終発表会最終発表会 プレゼンテーション④プレゼンテーション④ 鉾田鉾田



まちあるき・演習・グループ作業まちあるき・演習・グループ作業



プレゼンテーション①プレゼンテーション①

ワークショップ

KJ法を使って地域の抱える課題を整理



プレゼンテーション②プレゼンテーション②

テーマ発表

自分たちが提案するテーマを決定



プレゼンテーション③プレゼンテーション③

中間発表

自分たちの提案の方向性を報告



プレゼンテーション④プレゼンテーション④

参加者

鉾田市、商工会、地域のNPO

同窓会、後援会、父兄、友人

茨城県教育委員会、近隣の高校教員

公開発表会



昨年度の取り組みの課題昨年度の取り組みの課題

 グループによる取り組み状況の差グループによる取り組み状況の差

異学年混在の弊害異学年混在の弊害

生徒間のコミュニケーション生徒間のコミュニケーション

目的意識の喪失目的意識の喪失



今年度の取り組み今年度の取り組み

サイエンス・パートナーシップ・プロジェクトサイエンス・パートナーシップ・プロジェクト

 「高校生がつくる茨城まちづくりプラン２００８」「高校生がつくる茨城まちづくりプラン２００８」

県内県内44県立学校（普通科、造園科）県立学校（普通科、造園科）県内県内44県立学校（普通科、造園科）県立学校（普通科、造園科）

各校各校66名名

２学年２学年 1919名（男子名（男子1515名、女子名、女子44名）名）

１学年１学年 55名（男子名（男子55名）名）

予算の削減（予算の削減（300300万円万円→→200200万円）万円）



スケジュールスケジュール20082008

77月下旬月下旬 まちあるきまちあるき 形態①形態① 各高校各高校

まちづくりワークショップまちづくりワークショップ

88月月44日日 演習演習 人口・産業などの将来予測人口・産業などの将来予測 形態②形態② つくば合宿つくば合宿

演習演習 航空写真で見る地域の発展航空写真で見る地域の発展 （（11泊泊22日）日）11 22

演習演習 フィールド調査に基づくデジタル地図づくりフィールド調査に基づくデジタル地図づくり

88月月55日日 テーマ発表会テーマ発表会

88月中旬月中旬 グループ作業グループ作業 形態③形態③ 各高校各高校

88月月2424日日 まちあるきまちあるき つくば（学園都市地域等）つくば（学園都市地域等） 形態④形態④ つくば合宿つくば合宿

88月月2525日日 講義講義 防災とまちづくり防災とまちづくり （（11泊泊22日）日）

最終発表会最終発表会

99月上旬月上旬 公開発表会公開発表会 各高校各高校



プロジェクトの工夫プロジェクトの工夫

目的意識の喪失目的意識の喪失
学習集団に変化をつける学習集団に変化をつける

個々の役割の明確化個々の役割の明確化

異学年混在によるデメリットの低下異学年混在によるデメリットの低下

 TATA（大学院生）による議論の方向性の誘導（大学院生）による議論の方向性の誘導
自由に議論する時間が不足自由に議論する時間が不足

テーマの掘り下げが不十分テーマの掘り下げが不十分

校内でのコミュニケーションができない校内でのコミュニケーションができない
電子メール、携帯電話、テレビ会議の活用電子メール、携帯電話、テレビ会議の活用



まちあるき（形態①）まちあるき（形態①）

テーマ１テーマ１ テーマ２テーマ２ テーマ３テーマ３

太田太田

第一第一
AA BB CC DD EE FF

第一第一

水戸水戸

第一第一
GG HH II JJ KK LL

石岡石岡

第一第一
MM NN OO PP QQ RR

鉾田鉾田
第一第一

SS TT UU VV WW XX



合宿前の調査活動合宿前の調査活動

テーマ１テーマ１ テーマ２テーマ２ テーマ３テーマ３

太田太田

第一第一
AA BB CC DD EE FF

第一第一

水戸水戸

第一第一
GG HH II JJ KK LL

石岡石岡

第一第一
MM NN OO PP QQ RR

鉾田鉾田
第一第一

SS TT UU VV WW XX



テーマ１テーマ１ テーマ２テーマ２ テーマ３テーマ３

太田太田

第一第一
AA BB CC DD EE FF

講義講義

第一第一

水戸水戸

第一第一
GG HH II JJ KK LL

石岡石岡

第一第一
MM NN OO PP QQ RR

鉾田鉾田
第一第一

SS TT UU VV WW XX



テーマ１テーマ１ テーマ２テーマ２ テーマ３テーマ３

太田太田

第一第一
AA BB CC DD EE FF

演習・ワークショップ（形態②）演習・ワークショップ（形態②）

第一第一

水戸水戸

第一第一
GG HH II JJ KK LL

石岡石岡

第一第一
MM NN OO PP QQ RR

鉾田鉾田
第一第一

SS TT UU VV WW XX



グループ作業（形態③）グループ作業（形態③）

テーマ１テーマ１ テーマ２テーマ２ テーマ３テーマ３

太田太田

第一第一
AA BB CC DD EE FF

第一第一

水戸水戸

第一第一
GG HH II JJ KK LL

石岡石岡

第一第一
MM NN OO PP QQ RR

鉾田鉾田
第一第一

SS TT UU VV WW XX



テーマ１テーマ１ テーマ２テーマ２ テーマ３テーマ３

太田太田

第一第一
AA BB CC DD EE FF

ワークショップ（形態④）ワークショップ（形態④）

第一第一

水戸水戸

第一第一
GG HH II JJ KK LL

石岡石岡

第一第一
MM NN OO PP QQ RR

鉾田鉾田
第一第一

SS TT UU VV WW XX



茨城まちづくりプラン茨城まちづくりプラン20082008

テーマ１テーマ１ テーマ２テーマ２ テーマ３テーマ３

太田太田

第一第一
AA BB CC DD EE FF

第一第一

水戸水戸

第一第一
GG HH II JJ KK LL

石岡石岡

第一第一
MM NN OO PP QQ RR

鉾田鉾田
第一第一

SS TT UU VV WW XX



情報科との関連情報科との関連

学習ツールとしての学習ツールとしてのICTICT機器機器
参加参加3131名中名中1111名が感想に述べる名が感想に述べる

問題解決型学習問題解決型学習

学習形態の工夫学習形態の工夫
競争する集団競争する集団→→協働する集団協働する集団

問
題
設
定

情
報
収
集

情
報
分
析

情
報
加
工

情
報
発
信



「まちづくりは人づくりである」

鬼沢保平鉾田市長

情報手段の活用力 提言内容の具体性 地域への影響力


